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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題では、APECサミット開催にあわせたロシア極東開発計画を左右する諸条件を、
①中ロ経済相互依存関係の変容、②ロシア政府の極東開発への実行可能性（開発計画及び
地方財政）、③ロシア極東の人手不足を補う外国人労働者誘致の問題、という 3 点を検証
し，広大で人口・労働力過少な領土をもてあます「極東の呪い」と「中国脅威論」との克
服が，今後ともロシア極東地域の発展の阻害要因になることを明らかにした。 
研究成果の概要（英文）： 
In this project, we focused on the socio-economic conditions that affect feasibility of the 
economic development of Russian Far East. First, we examined changes of Russo – 
Chinese economic relationship during last two decades. Secondly, we evaluated 
feasibility of the present Federal grogram of Russian Far East economic development. 
Thirdly, we focused on Russian migration policy to fulfill the shortage of labor in 
Russian Far East and also focus on the consequences of introducing Chinese migrant 
workers into Russian Far East. Our study showed that “Chinese threat” and the scarce 
population and workforce with a vast territory are still main obstacles for economic 
development of Russian Far East. 
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１．研究開始当初の背景 
 ウラジオストクにおいて 2012 年に APEC
サミットが開催される。それにあわせてロシ
ア政府は、本格的なロシア極東開発計画中で
ある。ロシア極東開発は、これまでも何度も
計画されては実行されず、ロシア極東の住民

の失望だけを残す結果となっていた。しかし、
今回の APEC サミット開催にあわせたロシ
ア極東開発計画「2013 年までの極東ザバイ
カル地域長期発展プログラム」は、移行期の
混乱の最中での以前の計画とは、大きく基礎
条件が異なる。新たな基礎条件とは、①中ロ
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経済相互依存関係が 90 年代に比べ格段に強
く成っていること、②ロシアに地方開発に乗
り出すだけの財政的基盤が確立し、政府の開
発投資に余力ができたこと、③ロシアの移民
関連政策が充実し、もはや安易な中国人移民
脅威論が見られないこと、が挙げられる。 
 しかし、これらの諸条件がロシア極東再開
発において開発を促進させる基礎条件にな
るかどうかについては、不安が残る。①中ロ
経済相互依存関係の象徴であったロシアの
森林資源の輸出と中国東北地方での加工と
いう構図が、ロシアの丸太輸出への関税引き
上げにより崩れたこと、②現在世界的な金融
不安のもと、ロシアの極東への投資が見直し
される懸念があること、③開発が進んだ場合
でも、ロシア極東地方での労働力の中国人出
稼ぎ労働者依存の高まりは、中国人移民脅威
論を再燃させかねないこと、など、検証すべ
き論点が残されている。 
 本研究課題では、ロシア極東地域研究の担
い手が少なくなっており，同時に，ロシア地
域研究は，サハリンでの石油事業および東シ
ベリアからのパイプライン敷設問題など、ロ
シアの資源輸出に絡んだ研究を中心とし，ロ
シア極東地域において最も人口が集中し、工
業基盤・商業基盤が整備されているウラジオ
ストクやハバロフスクなどの開発拠点を中
心に極東開発が論じられることがなかった。
本研究では，中国東北地方を研究できる我が
国の研究者とロシア極東地域を研究するこ
とができる研究者が協力し，ロシア極東地域
の経済発展にとって欠かすことのできない
中国ファクターを考慮しつつ，中国と国境を
接するロシア極東地域南部の経済発展の課
題を探求する研究課題として立ち上げた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、APEC サミット開催にあ
わせたロシア極東開発計画を左右する諸条
件を、①中ロ経済相互依存関係の変容、②ロ
シア政府の極東開発への実行可能性（開発計
画及び地方財政）、③ロシア極東の人手不足
を補う外国人労働者誘致の問題、という 3 点
を検証することを目的としていた。特に，次
の点を明らかにできるかが，本研究課題の最
も注目するポイントであった。 
(1) 人口減少の激しいロシア極東地域にお

いて、開発に必要な労働力は確保できる
のか？  

(2) 2012年APECサミットに向けたロシア
極東再開発は、開発計画として実行可能
であるか、また、財源的にも実行可能で
あるか？ 

(3) 上からのイニシアティブたる関税政策
による加工業振興策により中ロ経済相
互依存関係は質的にも量的にも変化す
るか？ 

 上記 3点の疑問に対して答えることにより、
ロシア極東地域再開発を総合的に検証する
とともに、APEC サミットの開催および終了
後のロシア極東地域の発展の可能性を評価
することができると期待した。 
 
３．研究の方法 
 本課題では，３つの研究班をもつ研究体制
を作っている。第一研究班は、ロシア極東の
開発基礎条件の研究を人口・労働力・移民政
策の視点から分析する研究班であり、第二研
究班はロシア極東の開発実行力を開発財源、
地方イニシアティブ、インフラ整備の各論点
から分析する研究班であり、第三研究班は、
中露相互依存関係を中国から観察する研究
班である。 
 研究方法は、①文献および統計調査、②現
地視察調査、③インタビュー調査を含む中露
経済連携関連企業等実地調査という 3段階研
究を行う。文献および統計調査は、いまだに
入手が容易ではない地方統計など現地統計
資料の入手を中心に行うこととしていた。 
 研究総括においては，外部専門家を交えた
研究成果最終報告会を実施し，研究成果の出
版を目指すこととしていた。 
 
４．研究成果 
 第一研究班（ロシア極東の開発基礎条件の
研究を人口・労働力・移民政策の視点から分
析する研究班）では，平成 21 年度から最終
年度に至まで，研究代表者である堀江がロシ
アの移民政策の変遷を詳細に追い，研究分担
者雲がロシアの人口問題（死亡動態，出生規
定要因などの分析）をミクロデータを活用し
ながら分析し，研究分担者武田がロシアの労
働市場研究および貧困研究の視角から分析
を行ってきた。期間中，本研究班の成果は論
文 19 本，学会等の発表は 34 本，図書も 9本
を計上しており，非常に生産的な研究活動を
行った。 
 第二研究班（ロシア極東の開発実行力を開
発財源、地方イニシアティブ、インフラ整備
の各論点から分析する研究班）では，研究分
担者ベロフが主にロシア極東地域の財政と
投資の観点から，研究分担者の堀内がウラジ
オストクを中心とした政治状況および開発
プログラムの検証の観点から本課題に取り
組んできた。研究分担者堀内は，地域のバラ
ンスのとれた発展を促すためには，連邦構成
主体や地方自治体に財源と行動の自由度を
与えていくことが不可欠であり，ロシア極東
地域開発に伴い地方自治が発展していくこ
とが望まれる点を指摘した。研究分担者のベ
ロフもまた，連邦政府主体の中央集権的な開
発に財政的な面からも批判しており，地域の
イニシアティブが発揮できるロシア極東地
域開発が必要であることを指摘している点



 

 

が，興味深い。 
 第三研究班（中露相互依存関係を中国から
観察する研究班）では，研究代表者の堀江，
分担者の辻と高屋が，中ロ国境地域における
中ロ経済交流を観察してきた。特に，本研究
課題でこの研究班が注目したのは，中ロ国境
地域の主要な貿易・投資の対象となっている
農林業における中国企業・資本の活動であっ
た。高屋は，中国の対ロ農業投資に着目し，
対ロ農業投資が中国の穀物供給に資すると
期待されているのもの，実際には現地生産・
販売にとどまっており，中国の食料安全保障
にはあまり貢献していないことを明らかに
し，辻は，対ロ進出を行う中国企業へのヒヤ
リングなどを進め，中ロ林業協力のあり方を
探ってきた。 
 こうした３年間の成果をまとめるべく，本
研究課題の研究総括として，シンポジウム
「中ロ国境地域：共生への期待と不安」を
2012年 3 月に富山大学において開催し，研究
分担者それぞれが各分野の専門家からのコ
メント・評価を受けた。研究分担者辻は，中
ロ林業協力が中国による極東地域での違法
伐採などの不正によって著しく阻害されて
いると示した。研究分担者高屋は，中国にと
って対ロ農業投資は食糧安全保障上の意義
はなく，また，対ロ農業投資は中国の余剰労
働吸収とはならないとの見方を示した。研究
代表者堀江は，ロシア極東地域における休耕
地を活用した農業開発への投資が注目され
る中，中国人労働力なくして維持できないロ
シア極東地域では中国対ロ農業投資がロシ
アの資本や労働とうまく結びつかなければ，
中国脅威論を再燃させる危険性があること
を指摘した。研究分担者武田は，アムール州
地域住民の生存戦略が農業の個人副業経営
に依存している現状を説明した。研究分担者
雲は，ロシア極東地域では将来的にも人口成
長は見られず，限られた労働力と財政では現
在の長期発展プログラムに多くの難点があ
ることを指摘し，分担者ベロフも連邦予算投
資主体の極東開発に代わる新たな地域開発
モデルの必要性を示した。 
 総括として，広大で人口・労働力過少な領
土をもてあます「極東の呪い」と「中国脅威
論」との克服が，今後ともロシア極東地域の
発展の阻害要因になることを結論づけた。シ
ンポジウムでは，本研究課題の成果を講評し
た北海道大学岩下明裕教授からは、現場に根
付いた研究成果の数々は、表層的な理解では
到底とらえきれない、ロシアと中国の複雑で
はあるが、深淵で重層的かつ柔軟な関係性の
実態を見事に描き出した、との評価を得た。 
 研究代表者および分担者が本研究課題の
ために提出した論文総数は，28 本，学会等発
表件数は 48 件，主な著者／編者となった図
書は 5図書，その他章を担当執筆した図書が

13 図書に及び，高い生産性を実現できた。 
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